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4361)阿久澤弘陽・岡村佳代・黒﨑佐仁子・棚橋明美(2021)「専門教育への適切な接続を 

目指した日本語教育の効果と課題の検証」『小出記念日本語教育研究会論文集』第 29 

号 小出記念日本語教育研究会 

 

4362)朝日祥之(2021)「戦中期のアメリカにおける日本語教育」『東京外国語大学国際日本 

学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4363)朝日祥之(2021)「ハワイの日系移民史における日本語の役割」『東京外国語大学国際

日本学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4364)朝日祥之(2021)「人の移動の社会言語学－日本語の事例を中心として－」『東京外国 

語大学国際日本学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4365)アズハリヤ・アユ(2021)「1960 年代インドネシア高等教育における日本語関連学科 

の創設過程－2 つの系統の形成と日本の関与に着目して－」『アジア教育』第 15 巻  

アジア教育学会 

 

4366)鮎澤孝子(2021)「小出詞子先生とご尊父小出満二氏」『小出記念日本語教育研究会論 

文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4367)鮎澤孝子(2021)「フィリピンでの小出詞子先生」『小出記念日本語教育研究会論文 

集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4368)葉慧君(2021)「日本統治時代における台湾人先住民の日本語教育―タイヤル族の日 

本語使用状況の考察―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの言語学－日本語学・ 

対照言語学・日本語教育からの眺望－田中寛教授古希・退職記念論集』第 5 号特別記 

念号 新世紀人文学研究会 

 

4369)井川充雄(2021)「台湾におけるラジオ塔－日本統治下の台湾におけるラジオの共同 

聴取－」『応用社会学研究：立教大学社会学部研究紀要』No.63 立教大学 

社会学部 

 

4370)池田誠司(2021)「日本統治解放後の韓国における日本語敬語学習についての一考察 

－韓国高校第 2 外国語選択科目である日本語教科書の分析をとおして－」『日本海域 

研究』第 52 号 金沢大学環日本海域環境研究センター 

 

4371)池田匡史、黒川麻実(2021)「植民地間の民話教材の流用はいかになされたのか？― 

朝鮮・満洲・南洋群島の「水中の玉」―」『全国大学国語教育学会国語科教育研究： 

大会研究発表要旨集』141 全国大学国語教育学会 

 



4372)池田匡史・黒川麻実(2021)「植民地＜国語＞教科書における民話教材の位相－満

洲・朝鮮に着目して－」『読書科学』第 62 巻第 2 号 日本読書学会 

 

4373)石川創(2021)「『早稲田日本語研究』創刊号から第 29 号までを振り返って」『早稲田        

日本語研究』第 30 号 早稲田大学日本語学会 

 

4374)板橋孝幸、岩本廣美(2021)「台南大学所蔵資料にみる昭和戦前期台湾の郷土教育運

動－台南師範学校を中心に－」『奈良教育大学紀要. 人文・社会科学』第 70 巻第 1 号 

奈良教育大学 

 

4375)伊月知子(2021)「「満洲国」の日本語教育」に対する戦中から戦後にかけての評価－

戦中・戦後の新聞・雑誌・記録をたどる－」『新世紀人文学論究 全地球時代からの

人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』

第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4376)井上晴美(2021)「中国帰国者一世・二世・三世の中国語に対する意識調査－今後の

日本における、多文化共生社会の実現に向けて－」『人文×社会』2021 年 1 巻 1 号 

『人文×社会』編集委員会 

 

4377)今村圭介(2021)「福祉言語学的研究を目指したパラオ語日本語借用語辞典の作成」

『社会言語科学』第 23 巻第 2 号 社会言語科学会 

 

4378)魏吉菲(2021)「青島における中国人日本語教員の養成－第 2 次日本占領期を中心に

－」日本植民地教育史研究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語

教育』晧星社 

 

4379)魏佳寧(2021)「中国の大学における日本語専攻と日本語学科(学部)に関する考察」

『観光学論集』16 長崎国際大学国際観光学会 

 

4380)植田晃次(2021)「銀行員・弓場重栄と朝鮮語－日本近代朝鮮語教育史の視点か－」

『言語文化研究』第 47 巻 大阪大学大学院言語文化研究科 

 

4381)上田崇仁(2021)「旧韓末『日語読本』考－KH coder によるテキストマイニング・コ  

ーディングルールの検討－」『南山大学日本文化学科論集』第 21 号 南山大学日本文    

化学科 

 

4382)上田崇仁(2021)「植民地朝鮮で「国語」は何を教えたのか」『東アジア文化研究』第

1 号 東亜大学東アジア文化研究所 

 

4383)上田崇仁(2021)「大学における授業実践報告「日本語教育史」」日本植民地教育史研

究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』晧星社 

 

 



4384)上田崇仁(2021)「『日語読本』の特徴：併合前の教科書は何を教えたのか―テキスト

マイニングで見えてくること―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主義－

歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特別

記念号 新世紀人文学研究会 

 

4385)上田美紀・渡辺民江(2021)「実践報告 日本語教育実習 2003 年度から 2020 年度ま

で」『中部大学教育研究』第 21 号 中部大学大学企画室高等教育推進部 

 

4386)上野和昭(2021)「『早稲田日本語研究』第 30 号によせて」『早稲田日本語研究』第

30 号 早稲田大学日本語学会 

 

4387)上野田鶴子(2021)「ICU 初期における日本語教師養成」『小出記念日本語教育研究会      

論文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4388)上野田鶴子(2021)「小出詞子先生と日本語教育学会」『小出記念日本語教育研究会論

文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4389)鵜飼香奈子(2021)「メキシコにおける「JF にほんご e ラーニング みなと」 普及へ

の取り組みと成果」『国際交流基金日本語教育紀要』第 17 号 国際交流基金日本語国

際センター 

 

4390)宇賀神一(2021)「国語教育史研究と植民地」日本植民地教育史研究会(2021)『植民

地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』晧星社 

 

4391)梅本和義(2021)「コロナ禍における国際文化交流－国際交流基金の半世紀とこれか

ら－」ANA ホールディングス株式会社・ANA 総合研究所編(2021)『ていくおふ

No.165 ANA ホールディングス 

 

4392)江口泰生(2021)「A.タタリノフ『レクシコン』注釈 10(文例集 1)」『岡山大学文学部

紀要』第 74 号 岡山大学文学部 

 

4393)遠藤佳那子(2021)「W.G.アストン『日本文語文典』初版 訳註稿(1)」『鶴見大学紀

要. 第 1 部, 日本語・日本文学編』58 号 鶴見大学 

 

4394)大池公紀(2021)「日本語学科専門科目「日本語表現研究Ⅰ・Ⅱ」の学修内容の変

遷」『明海大学教職課程センター研究紀要』第 4 号 明海大学教職課程研究紀要編集

委員会 

 

4395)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３０）国際化の中での日本語教育①」『グ        

ローカル天理』第 22 巻第 1 号 天理大学おやさと研究所 



4396)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３１）国際化の中での日本語教育②」『グ     

ローカル天理』第 22 巻第 2 号 天理大学おやさと研究所 

 

4397)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３２）国際化の中での日本語教育③」『グ    

ローカル天理』第 22 巻第 3 号 天理大学おやさと研究所 

 

4398)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３３）国際化の中での日本語教育④」『グ 

ローカル天理』第 22 巻第 4 号 天理大学おやさと研究所 

 

4399)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３４）国際化の中での日本語教育⑤」『グ   

ローカル天理』第 22 巻第 5 号 天理大学おやさと研究所 

 

4400)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３５）国際化の中での日本語教育⑥」『グ 

ローカル天理』第 22 巻第 6 号 天理大学おやさと研究所 

 

4401)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３６）日本語教育と異文化伝道①」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 7 号 天理大学おやさと研究所 

 

4402)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３７）日本語教育と異文化伝道②」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 8 号 天理大学おやさと研究所 

 

4403)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３８）日本語教育と異文化伝道③」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 9 号 天理大学おやさと研究所 

 

4404)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３９）日本語教育と異文化伝道④」 

『グローカル天理』第 22 巻第 10 号 天理大学おやさと研究所 

 

4405)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（４０）日本語教育と異文化伝道⑤」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 11 号 天理大学おやさと研究所 

 

4406)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（最終回）日本語教育と異文化伝道⑥」『グ   

ローカル天理』第 22 巻第 12 号 天理大学おやさと研究所 

 

4407)大澤希余子(2021)「「やさしい日本語」が創り出す世界」『金城学院大学大学院 

文学研究科論集』27 号 金城学院大学大学院文学研究科 

 

4408)太田哲男(2021)「崇貞学園史断章―年表作成作業のなかから－」桜美林学園 IR・ア

ーカイブスセンター学園史編さん室(2021)『学園史研究』創刊号 桜美林学園 

 



4409)大野ロベルト(2021)「『土佐日記』英訳ことはじめ－フローラ・ベスト・ハリスの業

績－」『日本研究』第 62 集 国際日本文化研究センター 

 

4410)小川誉子美(2021)「ソ連の日本語研究・日本語教育―レニングラードを中心に―」

『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の

還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4411)奥田浩司(2021)「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー

(2)日本語・日本文化の記憶に関する報告」『愛知教育大学大学院国語研究』第 29 号 

愛知教育大学大学院国語教育専攻 

 

4412)長田友紀・松崎寛・澤田浩子・入山美保・吉田武男(2021)「大学における教職課程

と日本語教育学との連携に関する考察－筑波大学「日本語学習支援者養成修了証プロ

グラム」の成立経緯とその課題－」『筑波大学教育学系論集』45 巻 2 号 筑波大学人

間系教育学域 

 

4413)小野憲一(2021)「日本統治時代の台湾における私立学校の歴史的経緯に関する研究

(6)－「私立台湾仏教中学林」の学校規則改正と学校改革における背景と内容につい

－」『帝京平成大学紀要』第 32 巻 帝京平成大学 

 

4414)海外日本語教育学会(2021)「海外日本語教育の次の 10 年を展望する(前編)」『海外

日本語教育研究』第 12 号 海外日本語教育学会 

 

4415)海外日本語教育学会(2021)「海外日本語教育の次の 10 年を展望する(後編)」『海外

日本語教育研究』第 13 号 海外日本語教育学会 

 

4416)賀川真理(2021)「第二次世界大戦中にアメリカによって強制連行された日系ペルー

人－ブランカ・カツラさんの物語を通して－」『阪南論集 社会科学編』Vol.56 No.2 

阪南大学学会 

 

4417)垣内哲(2021)「研究生制度の期限と変遷－東京大学における誕生から留学生依存の

現状まで－」『桜美林大学研究紀要．総合人間科学研究』第 1 号 桜美林大学 

 

4418)神吉宇一(2021)「共生社会を実現するための日本語教育とは」『社会言語科学』第

24 巻第 1 号 社会言語科学会 

 

4419)金塚基・新関ヴァッド郁代(2021) 「日本国際教育学会 30 年のあゆみ－創立 20 周

年から 30 周年までの組織活動を中心に－」学会創立 30 周年記念論集編集委員会

編・佐藤千津編著(2021)『コミュニティの創造と国際教育―日本国際教育学会創立 30

周年記念論集―』明石書店 

 



4420)加納なおみ(2021)「「基礎日本語」から「アカデミック・リテラシーズ」へ－ アク

ティブ・ラーニング化とオンライン化を通じた 2019 年以降の授業改革－」『教育開

発推進機構紀要』第 12 号 國學院大學教育開発推進機構紀要 

 

4421)加納寛(2021)「戦時期日本の対タイ宣伝に関する研究の現状と課題」『新世紀人文学

論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教

授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4422)蒲谷宏(2021)「日本語教育研究科における日本語研究」『早稲田日本語研究』第 30

号 早稲田大学日本語学会 

 

4423)ガリーナ・ヴォロビヨワ(2021)「キルギス日本語教師会活動の記録集としての会

報 : 創刊から 20 周年を迎えて」『日本キルギス文化研究会会誌』第 5 号 日本キル

ギス文化研究会  

 

4424)川上郁雄(2021)「緒言：日研設立 20 周年記念特集として」『早稲田日本語教育学』

第 30 号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

4425)川上郁雄・蒲谷宏(2021)「緒言：日研設立 20 周年記念特集として(その 2)」『早稲田     

日本語教育学』第 31 号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

4426)川上尚恵(2021)「釘本久春の日本語と国語―戦中から戦後にかけて―」『新世紀人文

学論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛

教授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4427)川口敦子(2021)「セーリス『日本渡航記』のローマ字書き日本語の表記」『三重大学

日本語学文学』第 32 号 三重大学日本語日本文学研究室 

 

4428)川﨑加奈子、新美達也、Nguyễn Thị Hương Trà(2021)「ベトナムにおける日本語

教育と人材供給に関する一考察」『長崎外大論叢』第 25 号(別冊) 長崎外国語大学 

 

4429)河路由佳(2021)「ドナルド・キーンを 30 歳にして日本文学史家たらしめた条件－な     

ぜ、日本留学前に Japanese Literature(1953)が書けたのか－」『ことばと文字』14

号 日本のローマ字社 

 

4430)康鳳麗、森脇健夫、坂本勝信、小西知代(2021)「初任期から中堅期にかけての日本

語教師の授業スタイルの形成－2 名の中国人日本語教師の 14 年間の足跡を追って

－」『鈴鹿医療科学大学紀要』第 27 号 鈴鹿医療科学大学 

 

4431)神田邦彦(2021)「ロドリゲス『日本大文典』所引『発心集』の検討」『花園大学文学

部研究紀要』第 53 号 花園大学文学部 



4432)北川知子(2021)「植民地朝鮮の国語読本編纂―第 1 期と第 2 期を比較して―」日本植     

民地教育史研究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』晧星

社 

 

4433)北條淳子(2021)「小出詞子先生と日本語教科書」『小出記念日本語教育研究会論文

集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4434)北村嘉恵(2021)「植民地社会のなかの修学経験－台湾南部のある家族の軌跡－」『歴

史評論』857 号 歴史教育評議会 

 

4435)北村武士・川口泰広(2021)「タイ国の日本語教育史関連インタビュー資料紹介－チ

ェンマイ地域の学習者等へのインタビュー－」『新世紀人文学論究 全地球時代から
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4730)宮里厚子(2022)「1855 年におけるフランス人宣教師の琉球王国への来航と滞在に関

する研究」『島嶼地域科学』第 3 号 琉球大学島嶼地域科学研究所 

 

4731)宮原曉(2022)「マイノリティの日本語－「母語」の暴力性を越えて－」『言語文化研

究』第 48 巻 大阪大学大学院言語文化研究科 

 

4732)三代純平(2022)「日本語教育実践を志向するライフストーリー－日本語教育におけ

るライフストーリー研究の展開と展望－」『語りの地平 : ライフストーリー研究』

Vol.7 日本ライフストーリー研究所 

 

4733)村井万里子(2022)「言語教育基礎論としての「対話環」理論の研究」『鳴門教育大学

研究紀要』第 37 巻 鳴門教育大学 

 

4734)村井万里子(2022)「国語科学習の基礎的探求－「学び」と「学習」－「対話環」原

理に基づく「発達」評価の重要性－」『鳴門教育大学授業実践研究－授業改善をめざ

して－』第 21 号 鳴門教育大学 

 

 

 



4735)望月雅美(2022)「初級日本語教科書における有対自他動詞の提示方法とその変遷－

国内使用教科書の実態調査より－」『埼玉大学日本語教育センター紀要』第 16 号 埼

玉大学日本語教育センター 

 

4736)森山卓郎(2022)「宮地裕先生の学問とお人柄」『日本語学』第 41 巻第 2 号 明治書

院 

 

4737)山口雅代(2022)「「台湾日日新報」にみるタイと台湾の日本語普及に関する交流－国

立台湾図書館での検索から－」『東京福祉大学・大学院紀要』第 12 巻第 1 号第 2 号

合併号 東京福祉大学・大学院学会誌等編集委員会 

 

4738)山下佳那子、唐姣姣、姜芳雨(2022)「外国につながる子どもを対象にした、日本語

及び母語・継承語を育むワークショップの形成過程」『子どもの日本語教育研究』第

5 号 子どもの日本語教育研究会 

 

4739)楊素霞(2022)「植民地台湾における「明治維新」認識」『社会システム研究』第 44

号 立命館大学社会システム研究所 

 

4740)ユリア・ミハイロバ、マトウェイ・ミハイロフ(2022)「人間の運命－日本語の翻訳

者と教師としての G. G. ペルミャコフ(1917-2005)－」『Север』38 号 ハルビン・

ウラジオストクを語る会 

 

4741)横田隆志(2022)「日本人の多様性から多文化共生について考える日本語サポーター

養成講座－ボランティア養成講座参加者のインタビューの分析から－」『北陸大学紀

要』第 53 号 北陸大学 

 

4742)横山りえこ(2022)「日本語教育における教育のユニバーサルデザインの提案」『基礎

教育保障学研究』第 6 号 基礎教育保障学会 

 

4743)吉川絢子、川越桂華、熊谷圭知(2022)「パラオから見た日本，日本から見たパラオ

－日本統治時代を生きたパラオ女性と移住日本人女性の語りから－」『お茶の水地

理』第 61 号 お茶の水地理学会 

 

4744)吉田朋彦(2022)「W.G.アストンの『日本口語小文典』における名詞と代名詞の説の

発展－初版と第 2 版の比較から－」『城西国際大学紀要』第 30 巻第 2 号 城西国際

大学 

 

4745)義永美央子、難波康治、瀬井陽子、角南北斗、韓喜善(2022)「リアルとバーチャル

を結んだ日本語学習支援の取り組み－3 年間の総括－」『多文化社会と留学生交流：

大阪大学国際教育交流センター研究論集』第 26 号 大阪大学国際教育交流センター 

 



4746)雍婧(2022)「ノンネイティブ日本語教師認知研究の概観－オンライン学術文献デー

タベースを用いて－」『一橋大学国際教育交流センター紀要』第 4 号 一橋大学国際

教育交流センター 

 

4747)賴美麗、岡本輝彦(2022)「台湾の科技大学應用日文系における日本語教育の現状と

課題に関する一考察」『別府大学日本語教育研究』第 12 号 別府大学日本語教育研究

センター 

 

4748)林敏潔(2022)「日中戦争前夜における松本亀次郎の中国認識－『中華五十日游記』

を通して－」『世界文学』131 号 世界文学会 

 

4749)林欐嫚(2022)「台湾の日本統治期における日本仏教団の「台湾仏教会」について」

『印度學佛教學研究』第 70 巻第 2 号 日本印度学仏教学会 

 

4750)Rudy TOET、前田桂子、原田走一郎(2022)「『ドゥーフ・ハルマ』の初稿および

『和蘭字彙』の F 項目の対照翻刻」『多文化社会研究』第 8 号 長崎大学多文化社会

学部・多文化社会学研究科 

 

4751)ルディ・トート(2022)「ドンケル・クルチウスの日本語文典の成立を巡って」『日本

語の研究』第 18 巻 2 号 日本語学会 

 

4752)ルディ・トート(2022)「長崎大学附属図書館所蔵のクルチウス編纂ホフマン増訂

『日本文法試論』について」『多文化社会研究』第 8 号 長崎大学多文化社会学部・

多文化社会学研究科 

 

4753)王伸子(2022)「中世キリシタン文献とイエズス会の言語教育－ローマ字本の位置付

けについての一考察－」『専修国文』第 110 号 専修大学日本語日本文学文化学会 

 

4754)王凌志(2022)「中国の大学における日本語教育の変化とその対応―大学入試で日本

語を選択する受験生を対象として―」『日本語教育方法研究会誌』29 巻 1 号 日本語

教育方法研究会 

 

4755)艾慕晨(2023)「浅析山口直接教学法」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世紀人文学研   

究会〔中文〕 

 

4756)會田篤敬(2023)「1930 年代のエジプトにおける日本語教育－本邦国語関係雑件 第

一巻 18「エジプトニ於ケル日本語関係」を基に－」『山梨大学教育学部紀要』第 33

号 山梨大学教育学部 

 

4757)秋葉多佳子(2023)「日本語教員養成課程の施行までの道のりと今後の課題」『文彩』

第 19 号 熊本県立大学文学部 



 

4758)淺田岐依、小口悠紀子(2023)「地域日本語教育における対話交流型クラスの可能性

－外国人市民と日本人市民をつなぐ試みを通して－」『広島大学日本語教育研究』第

33 号 広島大学大学院人間社会科学研究科日本語教育学プログラム 

 

4759)朝山洋樹(2023)「日本語教育と日本語学校のこれまで－法務省に告示された日本語

学校に注目して－」『立命館産業社会論集』第 59 巻第 1 号 立命館大学産業社会学

会 

 

4760)東弘子、米勢治子(2023)「外国人を支援しようとする人々が持つ学びに対する価値

観－「やさしい日本語講座」を事例として－」『愛知県立大学大学院国際文化研究科

論集』第 24 号 愛知県立大学大学院国際文化研究科 

 

4761)安達祥子、笠井陽介、熊野七絵(2023)「「いろどり日本語オンラインコース」開発と

運用」『国際交流基金日本語教育紀要』第 19 号 国際交流基金 

 

4762)荒井美帆(2023)「中堅日本語教師のキャリア変遷の一例」『国際教養大学専門職大学

院グローバル・コミュニケーション実践研究科日本語教育実践領域実習報告論文集』

14 公立大学法人 国際教養大学専門職大学院グローバル・コミュニケーション実践

研究科日本語教育実践領域 

 

4763)有田佳代子(2023)「1940 年代ベトナムの日本プロパガンダ誌『Tân Á』の日本語講

座－創刊号から第 12 号連載「実践日本語(Tiếng Nippon thực hành)－」を中心に」

新潟大学大学院現代社会文化研究科監修(2023)『日本語・日本文化研究－日本語・日

本文化研究国際討論会論文集－:collected papers of the International Meeting of 

Studies in Japanese language and culture』新潟大学グローバル研究センター 

 

4764)飯塚友佳子(2023)「中南米日系人が日本の中核人材になるための課題」『佛教大学大

学院紀要 社会学研究科篇』第 51 号 佛教大学大学院 

 

4765)池田匡史(2023)「満洲の現地人向け中国語教科書における「メロスの伝説」」『岡山

大学国語研究』37 岡山大学教育学部国語研究会 

 

4766)池田庸子(2023)「多読授業を実践する日本語教師の意識の変容－日本で教える教師

の語り－」『茨城大学全学教育機構論集グローバル教育研究』第 6 号 茨城大学全学

教育機構 

 

4767)石澤徹(2023)「日本語教育実習科目の構築と今後の展望」『東京外国語大学国際日本

学研究』第 3 号 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

 



4768)泉史生(2023)「近代日本語教育論－授業面から見る明治と平成・令和の日本語教育

改革－」『言語と交流』第 26 号 言語と交流研究会 

 

4769)井戸桂子(2023)「日光高山植物の魅力－アーネスト・サトウから、五百城文哉、牧

野富太郎を経て、武田久吉まで－」『青淵』第 897 号 渋沢栄一記念財団 

 

4770)伊藤孝行(2023)「テキストアナリシスによる『近代日本語教科書語彙索引』収載の

タイ人向け日本語教科書のことば」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世紀人文学研究
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4771)伊藤孝行(2023)「テキストアナリシスによる東亜高等予備学校『日本語のはじめ』 

の検証」『言語文化研究』22 静岡県立大学短期大学部静岡言語文化学会 

 

4772)伊藤千晴(2023)「フランシス・ブリンクリーとアーネスト・サトウ 明治後期日本を

生きた 2 人の外国人」『津田塾大学言語文化研究所報』第 38 号 津田塾大学言語文

化研究所 

 

4773)伊藤茉莉奈(2023)「音声に対するアプローチの分類とその課題－『日本語教育』『早 

稲田日本語教育学』『音声研究』の分析から－」『早稲田日本語教育実践研究』第 11

号 早稲田大学日本語教育研究センター 

 

4774)井上里鶴(2023)「第 5 部第 2 章 日本語教育史」ヒューマンアカデミー(2023)『日 

本語教育能力検定試験完全攻略ガイド 第 5 版』翔泳社 

 

4775)今村圭介、岩村きらら、若森大悟、宮﨑捷世、濵野良安、範静、沈璐(2023)「ミク

ロネシア地域における日本語起源借用語の社会言語学的比較研究」『社会言語科学』

第 25 巻第 2 号 社会言語科学会 

 

4776)今村志紀(2023)「国学者とジャパノロジストの交流－堀秀成とアストン、サトウ

－」『上智大学文化交渉学研究』11 号 上智大学大学院文学研究科文化交渉学専攻 

 

4777)呉艶(2023)「中国天津の日本租界における日本語教育の再考察－日出学館(共立学校)      

を例に－」南開大学外国語学院東アジア古代学研究センター「東アジア文化研究」編 

集委員会編(2023)『東アジア文化研究』8 國學院大學大学院文学研究科 

 

4778)魏吉非(2023)「日中戦争期華北占領地の学校における日本語学習奨励事業－『小学

児童日本語作文集第一輯』を手掛かりに－」『人間文化創成科学論叢』第 25 巻 お茶

の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科 

 

 

 



4779)植田晃次(2023)「日本近代朝鮮語教育史の視点から見た島井浩と朝鮮語－対馬から

釜山の日本人社会に渡り一生を送った人－」『言語文化研究』第 49 巻 大阪大学大学

院人文学研究科言語文化学専攻・外国学専攻・日本学専攻応用日本語コース  

 

4780)上田崇仁(2023)「植民地朝鮮における学校外の「国語」教育－『国語教本』『一日一

語国語普及読本』『国語の本』の三種に焦点を当てて－」『南山大学日本文化学科集』

第 23 号 南山大学日本文化学科 

 

4781)上山那々(2023)「小学校における日本語指導の取り組み－子ども同士の関わりの視

点から－」『佛教大学教育学部学会紀要』第 23 号 佛教大学教育学部学会 

 

4782)宇賀神一(2023)「「国民学校・国語学習指導系統表」にみる石森延男の国語教育思想

－『学習指導要領 国語科編（試案）』（1947 年度版）成立前史－」『国語科教育』第

94 集 全国大学国語教育学会 

 

4783)牛窪隆太、福村真紀子(2023)「日本語教育において「社会」はどこに位置づけられ

てきたか－学会誌『日本語教育』掲載論考の調査報告－」『国際教育センター紀要』

創刊号 東洋大学国際教育センター紀要編集委員会 

 

4784)臼井智美(2023)「「外国にルーツのある子どもの教育」に関する教職大学院での授業

開発および成果検証－学習内容の「高度化」と「体系化」の観点から－」『大阪教育

大学紀要 総合教育科学』第 71 巻 大阪教育大学 

 

4785)江口玲(2023)「夜間中学はどこからきて、どこへ向かうのか―兵庫県を中心に－」 

『ひょうご部落解放』185 号 一般社団法人ひょうご部落解放・人権研究所 

 

4786)江夏亜希子(2023)「日本語教師の専門性研究の新たな方向性－英語教育学を対象と 

した文献調査から－」『人間・環境学』第 32 巻 京都大学大学院人間・環境学研究科 

 

4787)遠藤佳那子(2023)「W.G.アストン『日本文語文典』初版 訳註稿(3)」『鶴見大学 

紀要. 第 1 部, 日本語・日本文学編』60 号 鶴見大学 

 

4788)大島英之(2023)「キリシタン版『落葉集』の漢字音について」『日本語学論集』第

19 号  東京大学大学院人文社会系研究科国語研究室 

 

4789)太田裕子(2023)「オーストラリアの言語教育政策の変遷から見る「日本語教育推進

法」の成果と課題」『国際教育』29 日本国際教育学会 

 

4790)大塚奈奈絵(2023)「神話から英雄譚へ－ちりめん本「日本昔噺」シリーズにおける

チェンバレンとジェイムス夫人による『古事記』からの再話の比較－」『人文学研究

所報』70 巻  神奈川大学人文学研究所 



4791)大東和重(2023)「帝国の片隅で－戦時下の台湾における国民動員と文学－」『外国

語・外国文化研究』XIX 関西学院大学法学部外国語研究室 

 

4792)岡村嘉子(2023)「エミール・ギメのリヨン東洋語学校設立とその動機」『総合社会科

学研究』4 巻 5 号 総合社会科学会 

 

4793)岡本拓、今井智絵、村上奈未、杉島夏子(2023)「「中等教育日本語の教え方 A2（ベ 

ーシック）自習コース」の開発－インドネシアにおける「JF にほんご e ラーニング 

みなと」教師向けオリジナルコース開講に向けた取り組み－」『国際交流基金日本教 

育紀要』第 19 号 国際交流基金 

 

4794)岡本輝彦(2023)「台湾の一般大學應用日語學系における日本語教育の現状と課題」

『中国学園紀要』第 22 号 中国学園大学/中国短期大学 

 

4795)小川誉子美(2023)「漢字の記憶法、16 世紀にさかのぼる－在華宣教師マテオ・リッ 

チの場合－」(公財)日本のローマ字社(2023)『Rômazi no Nippon』dai 675 gô  

Nippon-no- Rômazi-Sya 

 

4796)小川誉子美(2023)「妄想インタヴュー 外山高一先生」『ウラリカ』第 18 号 日本 

ウラル学会 

 

4797)小川誉子美(2023)「琉球－パリ 日本語学習の息吹（4）－日本学の始祖 レオン・ 

ド・ロニー―」『ふらんす』2023 年 1 月号 白水社 

 

4798)小川誉子美(2023)「琉球－パリ 日本語学習の息吹（5）－医師ムリエの科学研究 

－」『ふらんす』2023 年 2 月号 白水社 

 

4799)小川誉子美(2023)「琉球－パリ 日本語学習の息吹（6）－ギメの東洋語学校とジャ 

ポニズム－」『ふらんす』2023 年 3 月号 白水社 

 

4800)小川誉子美(2023)「冷戦時代のソ連の日本語研究・日本語教育」『ことばと文字』16 

号 日本のローマ字社 

 

4801)奥田浩司(2023)「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー 

(4)日本語・日本文化の記憶に関する報告」『国語国文学報』第 81 集 愛知教育大国

語教育講座 

 

4802)小篠敏明(2023)「Harold E. Palmer の英語教授法に関する研究－日本における発展
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植民地と終身教育―朝鮮・台湾を中心に―』 晧星社 

 

5032)鄒淑娟(2024)「日本占領下北京日本語ラジオ講座について－講師柯政和とその『初 

級日語講座読本』を中心に－」『言語と文化』第 36 号 文教大学 
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大学大学院日本語教育研究科 
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ての「自由 7 科系譜の教育」について」『日本語教育史研究』Vol.3 日本語教育史研 

究会 
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育実践プログラムの開発－三重県内の高校関係者との連携をもとに－」『三重大学高 
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とその課題」『 関西学院大学日本語教育センター紀要』13 号 関西学院大学日本語教 

育センター紀要委員会 

 

5056)檜山純子(2024)「南方特別留学生オマールの妹アザアジズと俳句―日本語教育につ 

なぐ―」『新世紀人文学論究』第 8 号 新世紀人文学研究会 
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（2001～2020 年度）のキャリア形成に関する調査」『専門日本語教育研究』26 号  

専門日本語教育学会 

 

5062)福池秋水(2024)「関西外国語大学留学生別科における日本語教育実習」『関西外国語 

大学留学生別科 日本語教育論集』第 34 号 関西外国語大学留学生別科 
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国立国語研究所 

 

5064)二子石優(2024)「日本語学校の歴史的変遷とこれから－「日本語教育機関認定法」 

制定をめぐって－」『東洋大学国際教育センター紀要』第 2 号 東洋大学国際教育セ 

ンター紀要編集委員会 

 

5065)古屋憲章、古賀万紀子、小畑美奈恵(2024)「テレビ番組は日本語教育をどのように 

描いてきたか－NHK 番組アーカイブスを用いた表象研究－」『言語文化教育研究』 

第 22 巻 言語文化教育研究学会 

 

5066)堀井惠子(2024)「アカデミック・ジャパニーズ教育研究は何を目指すのか－これま 

での研究から－」『アカデミック・ジャパニーズ・ジャーナル』第 16 号 アカデミッ 

ク・ジャパニーズ・グループ研究会 

 

5067)本田弘之(2024)「「研究背景」としての日本語教育史」『日本語教育史研究』Vol.3  

日本語教育史研究会 
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帝京大学経済学会 

 

5069)前田均(2024)「私の日本語教育史研究の歩み」『日本語教育史研究』Vol.3 日本語 

教育史研究会 

 

5070)溝井真人(2024)「中国の大学日本語教育における「思政」教育－その受容と課題を 

巡って－」『日本語学研究と資料』第 47 号 日本語学研究と資料の会 



5071)道上史絵(2024)「「技能人材」への日本語教育の動向と課題」『立命館アジア・日本 

研究学術年報』第 5 号 立命館大学アジア・日本研究所 
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プロジェクトの報告－「日本語コミュニケーション」教科書の開発－」『国際共修・ 
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何を残したか―」『日本語教育史研究』Vol.3 日本語教育史研究会 
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る日本語に対する言語政策－日本語に対する教育政策を中心に－」『別府大学日本語 
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